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拾
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抄
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十
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第

挽

阻

統

計

拾
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抄
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O
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貝寸

苦E

苦手

治

疾
州
統
計
瞥
見

延
議
長
命
を
花
ふ
!
と
比
八
に
、
無
病
息
災
直
乞
念
ふ
は
、

i決
生

の
人
情
然
去
し
む
る
所

経
験
v
A
躍
術
の
知
識
聞
け
ざ
り
し
背

時
以
水
、

厄
除
け
厄
挽
ひ
、
禁
厭
及
耐
願
の
諸
方
便
が
、

世
界

各
地
に
侍
へ
ら
る
誌
は
之
が
局
め
な
り
、
進
歩
を
誇
ら
ん
と
す

る
現
代
に
至
り

生
命
保
険
の
夜
這
以
外
、
疾
病
保
険
、
健
康

保
険
の
普
及
を
以
て
、
行
政
組
織
否
枇
合
組
織
整
頓
の
一
要
項

た
ら
し
む
る
こ
と
与
な
り
し

h
、
之
が
反
映
た
り
、

叉
右
通
有

人
情
の
支
配
は
、
失
業
及
生
活
難
を
以
て
、

現
文
明
図
の
問
有

病
弊
視
せ
ん
と
す
る
者
に
も
、
物
的
享
楽
の
資
に
何
の
不
足
な

き
向
に
謝
し
で
も
斉
し
〈
及
ぼ
さ
る

か
く
て
統
社
の
見
地

よ
り
察
す
る
も
、

死
亡
山
川
、
通
常
死
因
と
し
て
の
疾
病
吃
闘
ず
る

統
計
、
漸
次
開
拓
民
張
せ
ら
れ
し
聞
に
、
寓
病
の
起
伏
消
長
を



明
か
に
す
べ
き
疾
病
統
計
は
、
夙
に
着
想
考
案
せ
ら
れ

叉
様

々
の
形
に
上
り
賞
現
せ
ら
れ
わ
ん
り
、
賞
地
衛
生
政
策
の
笈
建

上
、
列
閣
に
先
ん
じ
た
ろ
英
閣
は
、

此
鮪
に
就
き
て
も
穏
々
の

模
怖
そ
一
珪
る
hhbι

北
ハ
に
、
諸
閣
に
於
て
も
慌
病
統
計
(
従
前
よ
り
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て
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特
に
そ
の
動
態
は

一
町
合
研
究
の
目
的
よ
り
す
る
も
、
諸
公
共

碕
叫
山
川
刊
に
府
政
策

ωι
た
め
に
.
中
へ
忙
重
ん
や
、
へ
き
と
と
.
別

け
て
近
年
に
至
り
痛
感
せ
ら
れ
、
統
計
皐
研
究
者
の
界
内
に
あ

り
で
は
、
之
が
研
究
を
含
む
べ
き
衛
生
事
情
統
計
の
一
編
を

官
際
統
計
撃
の
大
系
中
に
八
刀
立
せ
し
め
ん
と
す
る
者
(
司
E
E

山
即
応
。
ご
を
生
め
る
と
共
に
、

そ
の
研
究
の
快
杭
を
重
視
せ
る
特

別
著
量
一
回
{
そ
の
例
と
じ
て
滋
に
は
ロ

2
5
}
m
y
問。豆町内ロ門出
t
E
庁円
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-
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町
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Z
O
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E
E
-巳昼間再一
F
3
3
を
血
中
戸
、
る
に
止
む
)
紙
型
化
さ
る
L
の

風
、
漸
く
一
流
を
成
す
に
至
れ
り
。
素
よ
り
此
研
究
範
固
に
就

き
墜
事
の
素
萎
左
く
し
て
、
徹
底
的
研
究
を
設
げ
ん
'
と
す
る
が

雑

銀

統

計

拾

穂

抄

如
き
は
、
涼
め
て
難
き
を
・
謹
む
の
嫌
あ
る
へ
し
ん
に
離
も
、
本
邦

に
あ
り
で
は
砂
く
と
も
統
計
専
門
の
撃
者
間
及
賓
際
界
に
於

て
、
是
を
等
閑
陀
附
す
る
の
婚
あ
る
丈
け
、
そ
の
研
究
の
叢
味

は
一
入
加
は
る
じ
と
考
ふ
る
を
以
て

以
下
そ
の
片
影
を
瞥
見

し
、
他
日
精
研
を
重
ぬ
る
の
踏
み
石
た
ら
し
め
ん
と
欲
す
。

撮
生
保
命
に
努
め

自
愛
叉

強
に
焦
慮
し
、
愛
膚
も
亦

元
を
間
出
扮
す
る
と
と
な
立
を
期
寸
る
は
、
各
自
修
身
の
第
一
読

売
る
こ
と
、
今
も
土
日
と
添
る
こ
と
た
き
や
謂
ふ
迄
も
左
し

是

を
図
家
枇
舎
の
見
地
よ
り
察
す
る
も
、
衆
庶
克
く
彊
健
安
息
の

生
活
を
紫
む
は

融
合
同
骨
子
の
仁
浮
上
下
に
布
く
の
鮮
瑞
と
し

て
、
問
帽
す
べ
き
所
な
り
、

か
く
て
人
口
研
究
に
伴
ふ
べ
き
健

康
又
は
疾
病
の
統
計
資
料
は
、

死
亡
の
記
録
同
様
、
宮
際
界
の

要
望
を
直
接
に
充
た
す
べ
く
、
特
に
公
衆
衛
生
を
椀
益
す
る
た

め
、
叉
疾
病
保
険
仕
組
に
於
け
る
L

険
決
定
の
た
め
に
必
要
友

り
、
停
染
病
並
に
特
殊
職
業
上
の
特
別
勤
労
に
よ
り
惹
起
さ
る

a
A

諸
疾
病
の
報
告
に
は
、
賞
際
上
の
特
別
意
義
守
一
伴
ふ
こ
止
を

第
三
十
巻

五
五
五
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銃
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雑

主主

統

計

拾

穂

抄

想
ふ
べ
き
の
み
な
ら
宇
、
そ
の
統
計
は
一
粧
品
宵
事
情
特
に
岡
山
川
経

済
研
究
の
目
的
よ
り
す
る
も
、

相
官
に
重
ん
ナ
ぺ
し
、

平
肱
の
棚
出
動
曲
線
研
究
の
一
例
に
就
き
・
同
積
研
究
高
端
の
市
川
務
官
、
(一途飴

容
易
に
洞
察
せ
し
む
べ
曹
が
如
{
、
野
町
中
本
来
の
純
自
然
科
皐
的
見
地

よ
り
せ
る
、
統
計
的
研
究
白
、
重
要
純
悶
あ
る
こ
と
を
も
併
記
す
)
疾

病
が
病
人
自
身
の
苦
悩
た
る
の
み
な
ら
や
、

そ
の
勤
労
無
能
・

同
応
が
看
護
療
養
の
た
め
に
他
人
に
そ
の
係
泉
佐
及
げ
し
，
と
の

家
族
否
枇
曾
全
般
を
煩
は
す
べ
き
に
よ
り
、
是
を
窺
知
す
ぺ

し
、
素
よ
り
人
口
に
就
き
て
の
同
一
認
識
目
的
は
、
古
く
よ
り

そ
の
例
乏

L
か
ら
ざ
る
が
如
く
、
或
程
度
迄
年
齢
刊
の
研
究
に

よ
り
建
せ
ら
れ
得
べ
し
、

さ
れ
ど
同
一
齢
放
の
組
成
斉
一
な
る

に
拘
は
ら
中
、
そ
の
身
関
上
、
智
脳
上
に
於
け
る
奉
仕
能
力
の

程
度
如
何
に
よ
り
、

図
民
経
済
上
に
及
ぼ
す
意
義
不
同
な
る
と

と
珍
し
か
ら
守
、
而
し
て
身
腿

ω
奉
仕
能
力
は
、
筋
肉
の
爽
育

及
健
康
政
蔵
如
何
に
よ
る
結
川
明
た
り
、
諸
図
民
間
及
諸
附
級
民

開
花
於
て
、
此
方
聞
に
つ
き
詳
細
な
る
研
究
を
途
守
る
は
重
要

第
三
十
巻

五
五
六

-
~­，、

第

号車

な
り
、
夙
に
こ
の
特
殊
着
眼
結
に
カ
を
注
ぎ
て
、
綿
成
さ
れ
た

る
名
著

Z
・4
r
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与
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戸-ロ
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『
が
、
統
計
撃
の

世
界
的
文
献
上
光
彩
を
放
う
は
、

}
は
之
が
た
め
な
り
と
雄

も

一
般
に
人
口
論
に
関
す
る
諸
園
現
存
統
計
資
料
は

沿
ね

く
此
研
究
目
的
を
遂
げ
し
め
乗
ぬ
る
の
歎
を
、
今
倫
繰
返
さ
し

な
る
は
情
な
可
し
。

人
臆
計
奇
共
の
他
之
に
閥
聯
せ
る
諸
墜
と
、
そ
の
個
別
観
察

と
は
、
分
ま
に
雷
め
り
?
と
雄
も
、
従
来
達
し
得
た
る
所
に
て

は
、
枇
曾
生
活
上
園
民
経
済
上
興
味
を
受
へ
し
む
る
と
と
加
特
徴

な
り
、

又
積
極
的
健
康
桂
反
に
つ
き
で
は
、
近
年
特
に
蹴
質
統

計
並
に
膿
育
競
技
統
計
の
発
達
・
と
な
り
、
之
が
開
拓
の
昭
光
を

窺
は
し
む
る
も
の
な
き
に
非
守
主
雄
も
、
之
が
判
断
の
必
須
規

短
と
し
て
、
統
計
の
網
に
羅
設
し
得
べ
き
も
の
全
く
行
せ
示
、

草
に
消
極
的
に
極
め
て
粗
大
に
祭
取
し
得
ベ
き
の
み
な
り
、

そ

は
道
徳
統
計
論
が
買
は
不
徳
行
震
の
統
計
的
研
究
に
よ
り
、
殆



ん
ど
そ
の
全
部
を
去
す
と
趣
相
似
た
り
、
年
齢
制
の
研
交
に
之

を
及
ぼ
し
て
考
ふ
る
際
、
特
に
乳
幼
児
期
の
疾
病
は
‘

問
齢
級

の
死
亡
同
様
車
税
す
べ
き
所
、
本
邦
出
家
族
生
活
惇
統
の
道
徳
に

訴
へ
、
図
民
の
大
多
数
経
済
生
活
の
現
況
及
そ
の
将
来
に
鑑
み

る
時
は

取
分
け
之
を
感
ぜ
や
ん
ば
非
中
止
雌
も
、

児
女
保
険

が
平
民
保
険
た
る
簡
易
保
険
の
圏
外
に
、
依
然
と
し
て
遺
棄
せ

ら
る
ふ
と
同
様
、
汎
幼
児
疾
病
統
計
は
統
計
上
の
菜
子
に
比
擬

し
得
べ
き
も
の
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
右
観
祭
の
職
分
は
、

巳
む
を
得
十
数
聞
の
殺
度
に
甘
ん
じ

そ
の
年
齢
の
た
め
未
だ

叉
は
最
早
完
全
生
産
力
を
有
せ
・
?
と
す
べ
き
も
の
h

外
、
民
衆

中
如
何
・
な
る
分
子
が
、
如
何
な
る
程
度
に
於
て
身
健

ιの
理
由

よ
り
、
多
少
不
生
産
的
・
な
り
と
す
べ
き
か
を
、
観
察
す
る
に
向

け
ら
る
誌
の
蹴
あ
り
。

以
上
越
ぷ
る
如
き
身
般
事
情
と
し
て
問
ふ
べ
き
も
の

具
以
外
に
は
疾
病
(
統
計
の
目
的
よ
り
せ
ば
白
山
ら
病
人
、
昨
虫
病
又
は

催
病
問
同
r
gロr
zロ
問
ぬ
ロ
の
調
査
と
し
て
問
は
る
べ
し
)
に
存
す
べ
き

雑

録

統

計

拾

綜

抄

不

や
詔
ふ
迄
も
な
し

?E 

現
存
続
計
k
普
通
に
行
は
る
L
如
く
、

亡
及
死
因
の
程
度
を
窺
ふ
の
み
に
て
は
、

爪
ム
衆
健
康
欣
態
の
一

映
骨
骨
を
も
授
く
る
に
足
ら
ざ
る
を
以
て
、
別
に
園
民
中
病
気
に

樫
れ
る
者
を
明
確
に
知
る
は
そ
の
意
誌
に
富
め
り
、

此
世
間
に
付

永
年
英
凶
ロ
コ

m
z
g
の
衛
生
吏
留

zz-ZH()522『
回
目
-
F

と
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∞um
あ
る
こ
と
を
併
記
す
)
が
、
此
踏
に
就
き

設
け
る
所
は
巧
妙
尚
切
-
な
る
を
以
て
、

以
下
山
同
そ
の
所
訟
を
骨

子
と
し
て
、
敷
街
す
る
所
あ
ら
ん
か
。

病
気
の
蔓
る
程
度
に
つ
き
て
は

死
亡
の
記
録
に
よ
る
丈
け

に
て
は
、
必
然
不
完
全
に
し
て
叉
手
遅
れ
の
一
管
見
を
収
め
得

べ
舎
の
み
、
若
し
衛
生
吏
盤
に
し
て
繋
防
し
得
べ
き
疾
病
の
事

例
毎
に
、
逸
平
く
之
が
遇
告
に
接
し
、
病
気
の
経
過
及
品
進
の

第
三
十
巻

五
五
七

第

量定

七



雑

統

計

拾

穂

抄

録

跡
を
尋
ね

又
諸
暗
闇
防
策
を
採
用
し
得
た
り
と
せ
ん
か

公
衆

衛
生
擁
護
上
増
大
せ
る
力
を
牧
む
る
に
至
ら
ん

か
く
て
一
八

七
四
年
』
〕
円
-
r
S
E
E
P
-「
は
、
疾
病
の
記
録
重
要
な
る
を

揚
言
せ
ん
と
し
て
失
の
如
く
謂
へ
り
、
「
死
亡
の
記
録
丈
け
に
て

は
、
山
芹
に
扱
き
散
ら
さ
れ
し
靴
破
般
の
み
録
ず
る
に
さ
も
似
た

り

さ
れ
ど
そ
は
漫
々
見
る
如
く
廻
り
来
る
荒
れ
の
結
果
止
し

ご
、
病
気
の
大
浪
に
弁
ば
札
、
を
の
形
泣
い
情
ね
航
行
不
自
山
止

な
り
し
諸
般
に
つ
き
、
何
の
記
録
を
も
授
け
や
、
疾
病
の
詞
録

あ
ら
ば
来
ら
ん
と
す
る
暴
風
を
知
ら
し
む
べ
く

そ
の
襲
来
に

臨
出
宇
る
た
め
般
の
荷
偵
を
直
す
の
笠
あ
ら
し
め
ん
。
」

死
亡
統
計
は
必

γ
や
生
命
の
移
震
に
先
だ
ち
、
過
ぎ
米
り
し

と
と
を
悉
く
不
問
に
付
す
、

か
く
て
治
し
待
ベ
き
疾
病
に
よ
る

致
死
例
丈
け
を
、
超
音
さ
る
、
衛
生
吏
醤
は
、
大
部
介
は
車
に

一
事
件
記
録
者
た
る
無
力
の
地
位
に
あ
り
、

さ
れ
ば
恐
水
病
に

そ
例
あ
る
が
如
く
、
病
め
ば
悉
く
致
死
的
な
る
べ
き
場
合
は

い
ざ
知
ら
や
、

一
定
疾
病
の
消
長
は
、
同
病
の
各
事
例
に
闘
す

第
三
十
巻

五
豆
八

第

競

一ニ入

る
記
録
な
く
て
は
、
絶
封
確
官
に
測
定
さ
る
も
ゐ
能
は
や
。

疾
病
と
死
亡
と
の
聞
に
、

一
の
確
定
比
あ
り
と
仮
定
す
る
は

誤
れ
り

一
定
停
染
病
の
致
死
度

(
E
Z
S
濁
泡
白
用
例
に
よ
れ

ぽ
、
寵
病
鍛
に
封
し
百
分
比
と
し
て
一
市
さ
れ
た
る
死
亡
般
E
.
致
死
者
十

「。
Z
H
Z
R
と
す
、
前
出
問
E
m
r
E
[
に
よ
れ
ば
、
融
面
即
干
の
し
専
門
同
省
議
巾

に
で
も
、
死
亡
率
一
三
。
コ
主
ニ
と
と
致
死
窄
と
が
、
屡
々
混
同
せ
ら
晶
、
為

は
悲
し
り
べ
し
と
せ
リ
)
は

様
々
な
る
一
中
世
間
の
下
叉
そ
の
焚
病

異
る
に
よ
り
大
に
費
守
、
時
と
し
て
疾
病
の
最
高
比
と
、
軽
少

な
る
死
亡
率
と
組
合
は
さ
る
与
を
設
見
す
、
仮
令
ば
虎
列
刺
は

一
疫
病
と
な
れ
る
初
期
よ
り
も

そ
の
末
期
に
近
づ
け
ば
死
の

危
険
齢
し
、

か
く
て
草
純
に
そ
の
死
亡
統
計

ω
み
に
本
づ
き
、

抽
出
さ
れ
た
る
一
結
論
は
、

同
病
の
傍
播
上
表
勢
あ
る
こ
ど
を

過
一
-
一
目
す
る
こ
と
L
-
な
り
易
し

叉
猫
紅
熱
は
地
方
を
異
に
す
る

に
よ
り
叉
同
地
方
に
て
も
時
期
を
異
に
す
る
ば
よ
り
て
、
犬
に

そ
の
致
死
度
を
務
ぜ
し
む
、

叉
疾
病
に
よ
り
で
は
そ
の
若
干
事

例
上
副
次
的
諸
結
果
に
よ
り
、
然
り
と
す
べ
き
場
合
を
除
け



ば
、
致
死
的
な
る
と
と
稀
な
る
も

同
病
の
た
め
一
庶
危
篤
な

る
容
慌
を
助
勢
す
る
た
め
、

叉
ば
そ
の
他
の
理
由
あ
る
に
よ

り
、
之
が
事
例
の
泊
告
陀
接
す
る
と
占
竪
ま
し
き
あ
り
、
扇
桃

腺
炎
、

耳
下
腺
炎
、

水
痘
(
前
記
。
著
書
一

λ
九
九
年
の
第
一
-
一
服
中
、

その
M

川
淋
…
怖
を
併
記
せ
る
に
反
し
、

プ
え
コ
=
一
年
の
第
四
肱
中
之
を
制

札
る
は
、
注
目
を
値
ひ
す
}
の
如
き
ほ
M

河川り。

71; 
t-
杭1
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や
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絡
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悶

起
り

何
事
b
L

も
不
問
に
附
す
、
世
に
は
人
の
身
悼
を
不
随
た
ら
し
む
る
も
、
之

を
死
に
致
す
と
と
左
か
る
べ
き
疾
病
彩
し
き
に
拘
は
ら
4
7

亡
統
計
は
之
に
つ
骨
無
言
伝
り
、
共
同
一
隅
祉
の
2
5
5
2
2ゴ「

及
共
同
健
康
(
)
。
四
百
戸
S
E
E
r
-
M
の
見
地
よ
り
せ
ん
か
、
疾
病

は
死
亡
に
比
し
て
一
居
軍
大
友
り
、

蓋
し
む
円
・
巴
R
r
g
E
の

名
言
に
よ
り
道
破
せ
ら
れ
し
如
く
、

一
社
舎
の
繁
楽
に
影
響
す

e

へ
き
も
の
と
し
て
最
も
重
要
な
る
は
、

死
亡
よ
り
も
援
病
の
回

数
及
長
短
た
れ
ば
た
り
、

〉】

-
5
0
J
P
R

(い

FE-oω

ロ
片
r2dω
・

削

S
E
E
-
ぞ。
-
2・
に
も
謂
へ
る
如
く
、
「
人
の
気
掛
り
と
な
る
と

雑

録

統

計

拾

穂

抄

9E 

と
多
き
は

到
来
す
る
の
外
た
き
一
死
亡
の
可
能
的
事
例
よ
払

も
、
寧
ろ
人
を
し
て
臥
床
せ
し
わ
る
と
と
も
あ
る
べ
き
、
震
病

五
十
回
の
危
険
を
知
る
に
あ
り
、

苔
人
は
叉
被
殺
害
者
及
負
傷

者
の
名
寄
せ
を
知
る
の
要
あ
り
、
」
長
命
な
る
も
永
続
的
疾
病
に

い
」
臥

h
りJ

、
そ
の
生
産
力
目
礼
さ
れ
た
る
は
、
短
命
な
る
も
劇
烈
た
る

附
労
働
力
に
よ
り
、
活
気
を
附
興
さ
れ
し
も
の
に
比
し
、
閣
民
経

年
二

E
2
r
~
¥
了
'
全
く

t
、
t
空
回
一
幸
巴

C
F
J
司
己
T
i
E
り

7
I
J市
中

町

J
l
J
-
E
P
-
-
m
6
P
ド
dhuJ4
・
剥
川
明
示
品
川
副
刷
:

と
敬
老
の
美
風
ル
」
を
轄
崩
し
、
合
銭
的
利
害
偏
主
の
隻
限
的
見

地
よ
り
、
世
事
b
q
談
中
る
の
嫌
ひ
た
し
と
せ
ざ
る
も
、
立
一
一
日
の

主
旨
は
同
一
根
帯
に
根
ざ
す
と
制
じ
得
ベ
し
。

人
身
不
随
を
誘
致
す
べ
き
疾
病
の
、
名
目
様
々
左
る
も
の
に

関
す
る
地
方
報
告
は
、
迅
速
に
疫
病
の
手
首
に
食
ら
し
む
べ
き

の
み
な
ら
や
、
季
節
及
気
候

諸
枇
命
日
事
情

諸
産
業
の
健
康

に
及
ぼ
す
影
響
を
鯨
は
な
ら
し
む
べ
し
、

と
れ
諸
地
方
凶
に
於

け
る
疾
病
の
比
較
研
究
特
に
地
方
病
の
研
究
が

か
t
A

る
調
査

を
促
す
の
悶
と
な
り

叉
果
と
な
り
し
所
以
た
る
と
共
に

金

第
三
十
血
管

五
五
九

第

腕

一--九



報

録

統

計

拾

穂

抄

図
各
種
の
疾
病
に
及
ぼ
さ
る
べ
き
、
普
通
疾
病
統
計
を
備
は
ら

し
め
ん
と
す
る
の
希
望
が
、
古
来
諸
方
面
よ
り
起
さ
れ
し
所
以

な
り

此
賠
に
付
英
図
行
政
統
計
史
上
又
人
口
統
計
の
研
究

上
、
不
朽
の
功
績
左
胎
せ
る
J

司
王
E

E

E
コ
(
了
八
O
七
一

λ

八
一
三
が
、
前
世
紀
七
十
年
代
の
初
期
に
出
で
し

河
川
町
出
可
μ
?

P
M
M
O
E
H
の
第
三
五
年
報
附
録
巾
、
疾
病
の
会
図
記
録
制
に
よ

り
、
大
方
惹
起
さ
る
べ
し
'
と
そ
の
首
時
比
惣
は
れ
た
お
諸
利
益

を
、
娘
括
し
て
評
論
せ
る
所
、
要
領
を
得
た
る
に
よ
り
以
下
附

設
せ
ん
か
、
惟
へ
ら
く
「
現
存
せ
る
諸
問
酉
員
の
諸
報
台
は
・
大
友

らる
ん賞
、際

唯白甘
各ゐ債
郡石 f庇
村Zあ
叉 t り
は
各ヂ犬又
地;都目
方:市を
上トに重
り斡ぬ
得部る
ら留に
る員従
ベをひ
き醍盆
毎置 k

翼し費、重
病之と
報に主主

数
人
の
書
記
を
つ
け
、

告
の
結
果
を
、

そ
の
手
に
よ
り
で
整
理
公
刊
せ
し
む
る
と
主
主

し
、
そ
の
間
毎
週
報
台
さ
る
a
h

新
愛
病
、

回
復
、

死
亡
と
、
諸

病
院
、
製
剤
所
及
貧
民
院
に
、

居
残
れ
る
患
者
占
を
分
類
す
る

と
と
、
軍
隊
の
報
台
に
一
用
さ
る
、
が
如
く
す
る
、

今
品
川
快
け
た

第
三
十
巻

五
六

O

第

競

O 

る
所
な
り
、
果
等
の
材
料
を
首
府
に
て
整
理
し
、
邦
一
の
一
定

案
に
よ
り
て
綿
製
す
る
と
と
与
す
る
は
、
図
民
的
由
来
件
な
り
、

時
日
を
省
く
が
た
め
に
疾
病
の
諸
被
告
を
倫
敦
に
会
ら
し
め
、

持
一
の
一
様
式
に
よ
り
同
地
に
で
解
析
す
る
と
と
、

死
因
に
つ

き
て
現
在
行
は
る
た
か
如
く
す
べ
し
・
と
は
、
現
に
廿
一
周
想
せ
ら
る

L

所
友
る
が
、
そ
は
現
時
郵
便
事
務
の
仕
組
に
訴
へ
、
裕
に
行

は
れ
得
べ
き
所
危
り
、
究
柑
に
目
指
す
べ
き
は
、

一
般
公
衆
間

に
於
け
る
疾
病
事
例
の
報
昔
を
、
現
在
英
蘭
軍
隊
に
つ
き
仰
ぎ

得
べ
き
が
如
く
完
備
せ
し
む
る
に
あ
り
、

そ
は
治
療
法
の
た
め

に
も
、
衛
生
の
た
め
に
も
、
無
上
の
岡
田
値
あ
る
一
貢
献
た
ら
ん
、

之
が
た
め
に
諸
治
療
家
を
し
て
、
諸
衛
生
事
情
一
枕
合
事
情
の
下

に
あ
る
園
民
に
つ
き
、

叉
現
存
諸
治
療
法
の
下
、
諸
形
式
の
疾

病
人
ヰ
部
に
付
、

そ
の
機
械
期
間
及
致
死
期
中
を
決
定
す
る
の
笠
あ

ら
し
む
ぺ
き
を
以
て
な
り
・
妄
想
は
一
掃
せ
ら
れ
、
野
師
的
磐

襲

。

E
n刊
号
可
は
内
星
術
さ
同
様
完
全
に
撲
滅
せ
ら
れ
、
治
療

法
の
一
壌
問
は
創
成
せ
ら
れ
、
情
み
は
待
ら
ぎ
、

人
の
命
は
幾



多
の
危
険
を
除
か
札
ん

か
く
て
死
亡
事
例
及
死
因

ω
令
園
的

報
告
は
、
英
園
時
四
者
の
伏
才
が

そ
の
築
総
中
に
取
入
れ
ん
と

し
て
見
遮
し
符
ざ
る
べ
き
、

一
武
陣
た
る
に
至
ら
ん
」
主

〈
て
会
闘
疾
病
記
録
制
問
地
は

出
削
融
商
事
関
係
者
、
衛
生
家
及

諾
閣
務
大
何
回
に
上
旬
税
一
服
さ
れ
し
忙
拘
は
ら
や
、
界
一
凶
に
於
て

さ
ハ
何
等
賞
行
の
迩
ぴ
に
入
る
こ
'
と
た
か
り
し
も
、
右
一
先
史

白
E
W

の
叫
ぴ
盤
は
、
何
れ
の
日
に
か
餓
治
の
功
を
奏
す
べ
き
を
信
じ

て
疑
は
や
。

疾
病
の
各
事
例
を
一
々
知
る
こ
主
可
能
な
り
し
と
す
る
も

そ
の
要
あ
り
と
せ
ざ
る
や
明
か
な
り
、
健
康
及
疾
病
の
分
凶
作
線

は
不
良
に
引
か
る

か
く
て
人
を
不
随
な
ら
し
む
べ
き
疾
病
に

限
り
、
之
を
報
告
す
る
の
要
あ
り
と
す
べ
し
、

か
〈
観
じ
来
る

-
と
共
に
や
が
て
叉
着
想
さ
る
べ
き
は
、
疾
病
の
統
計
難
に
あ

り

以
下
少
し
く
訴
か
ん
。

疾
病
統
計
を
不
完
金
た
ら
し
む
る
所
以
の
も
の
、

材
料
そ
の

も
の
主
困
難
に
由
来
す
、
個
人
に
つ
き
て
も
衆
人
に
つ
き
て

雑

続

計

拾

穂

初

録

3むミ

も
、
病
人
目
否
か
を
判
然
識
別
す
る

離
し
、
羽
に
疾
病
何
た

る
か
の
刈
念
に
つ
き
、
訟
の
一
致
を
見
宇
、
即
ち
之
が
統
計
に

あ
り
で
は
、

死
亡
統
計
の
物
憾
と
具
り
、
諸
症
欣
の
絶
え
ざ
る

勝
換
よ
り
な
れ
る
一
成
行
を
取
扱
ひ
、
而
も
そ
の
諸
症
献
を
確

か
に
凡
極
め
得
ベ
き
一
式
に
、
列
摩
す
る
は
難
く
プ
ホ
円
屡
々
不
可

能
た
る
べ
き
事
項
に
闘
す
、
之
が
統
計
難
は
停
染
病
以
外
の
病

紙
、
特
に
慢
付
病
又
慌
質
上
の
病
弱
に
勺
き
川
刊
に
箸
し
、

"11日
之:

昼
間
上
疾
病
の
峡
界
に
付
、
設
の
一
致
を
見
た
り
〆
と
す
る
も

之
が
無
難
な
る
統
計
的
察
取
を
途
ぐ
る
の
目
的
に
つ
き
て
は
.

各
催
病
者
が
各
場
合
に
フ
て
の
主
税
見
解
を
、
大
に
異
に
す
べ
き

障
碍
あ
り
、

そ
は
通
台
義
務
に
基
づ
く
織
績
調
査
を
途
ぐ
る
場

舎
に
で
も
、
将
た
貰
地
調
査
に
基
づ
く
同
時
調
査
を
途
ぐ
る
際

に
で
も
亦
然
。
、
軽
重
の
程
度
に
費
り
た
き
症
欣
に
あ
り
乍

ら
、
甲
は
苦
患
を
評
へ
、

乙
は
然
ら
や
、
甲
は
皆
師
の
許
に
走

り
、
乙
は
然
ら
4
y
、
叉
幾
多
の
重
病
は
療
治
不
行
周
に
し
て
、

皐
覧
会
く
無
病
の
如
く
経
過
せ
ら
れ
、
剖
ち
そ
の
砂
か
ら
ざ
る

第
三
十
巻

五
六

第

銃
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雑

銭

統

計

拾

穏

抄

教
は
、

死
亡
あ
り
ー
が
た
め
或
は
死
の
少
し
以
前
に
、
酷
百
師
の

知
る
所
と
な
る
、

か
ゐ
る
事
情
あ
る
が
た
め
に
、
事
貨
を
穿
て

る
普
通
疾
病
統
計
を
、
牧
む
る
の
域
に
建
せ
ざ
る
と
占
遠
し

通
告
義
務
あ
る
疾
病
に
つ
き
て
も
、
役
所
の
計
数
は
櫨
病
の
寅

際
程
度
に
行
胞
か
や
、

現
一
一
存
の
賞
況
上
一
聞
に
は
特
別
現
山
に

よ
り
割
合
に
認
知
し
易
〈
、
素
よ
り
同
時
に
叉
特
に
重
大
た
る

諸
疾
病
形
態
と
、

一
一
向
絶
・
え
や
川
村
川
取
締
り
在
交
け
コ
t
h

あ
る

階
級
民
と
に
つ
き
、
信
中
べ
き
材
料
を
有
す
る
に
過
ぎ
宇
o

-L
 
Hυ
町

鈎
ニ
病
忠
於
米
前
-
崎
一
一
億
兆
於
誇
域
-
則
仁
術
之
博
施
(
木

下
問
庵
の
請
J

な
り
‘

官
に
一
室
生
問
趨
を
側
人
よ
り
大
衆
に
診
し

て
考
ふ
る
場
合
、

と
の
憐
衆
の
大
業
を

間
商
品
工
に
よ
り
衣
食
す

る
人
々
の
み
民
委
ね
て
、
長
引
た
り
得
べ
き
に
非
中
、
之
が
精

涯
の
題
方
を
公
論
に
訴
へ
ん
し
さ
す
る
に
営
り
、
滑
く
正
し
き

言
を
挿
む
の
資
格
は
統
計
に
も
亦
保
た
る
、

以
上
衆
庶
の
健
否

判
断
の
材
料
、
疾
病
統
計
の
重
要
及
そ
の
困
難
に
つ
き
、

見
に
過
ぎ
ざ
る
を
も
倫
棄
て
宮
ら
λ
と
す
る
は
、
之
を
想
ふ
の 瞥

第
三
十
巻

E
六

第

披

一

婆
心
に
臨
ら
れ
た
る
結
果
の
み
。
素
よ
り
統
計
の
能
に
は
自
か

ら
限
り
あ
り
、
特
に
疾
病
統
計
に
あ
り
で
は

具
酬
閥
的
事
項
の

み
を
限
り
取
扱
ふ
べ
く
、
従
り
て
曜
病
、
療
情
、

死
亡
及
一
様
疾

に
絡
れ
る
結
末
を
取
扱
ふ
も
、
疾
一
州
の
快
癒
サ
て
の
も
の
を
取
扱

は
ざ
る
を
、
常
に
銘
心
す
る
の
要
あ
り
、
従
ひ
て
そ
の
聞
に
人

の
意
見
掃
ま
る
の
徐
地
に
宮
み

も

ι
め
に
利
用
の
値
打
甚
大
友

る
一
流
計
た
ら
し
な
み
に
必
要
な
る
越
本
は
、
仏
川
も
先
験
的
に

失
は
る
t
A

も
、
是
を
器
げ
て
そ
の
統
計
を
全
然
放
機
し
て
、
可

な
り
と
す
る
の
理
由
に
充
つ
べ
き
に
非
十

我
中
央
統
計
委
員

合
は
列
岡
の
犬
勢
に
腕
ら
れ

近
年
疾
病
分
類
の
一
定
方
式
を

議
せ
る
こ
と
あ
り
、

又
館
山
崎
保
険
法
は
貿
施
せ
ら
れ
て
よ
り
落

に
数
年
を
経

疾
病
の
統
計
資
料
も
税
ま
れ
つ
L

あ
り
、
指
点
点

寄
人
は
此
統
計
の
将
来
に
洋
k

た
る
希
望
を
繋
が
ん
と
欲
す
。


